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教科書やノートなどを参照しても構いません。

1. 2次元の離散的確率変数 (X,Y ) は以下の同時確率分布をもつ。

X⧹Y 1 2 3

1 0.1 0.3 0.2

2 0.2 0.0 0.2

(a) X の周辺確率関数 pX (x) を式で書きなさい。

(b) Y の周辺確率関数 pY (y) を式で書きなさい。

(c) X と Y が独立であるかを答えなさい。また、そう言える理由を説明しなさい。

Hint：任意の（全ての）実現値 (x, y) について独立性の定義の式が成り立つのか、それとも独立性

の定義の式が成り立たない実現値 (x, y) が存在するのかを確認する。
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練習問題解答

1. (a) 問題の表より、X の実現値は 1と 2。X が 1と 2をとる確率は、それぞれ、

pX (1) = P(X = 1) =
3∑

y=1

pX,Y (1, y) = pX,Y (1,1) + pX,Y (1,2) + pX,Y (1,3) = 0.1 + 0.3 + 0.2 = 0.6,

pX (2) = P(X = 2) =
3∑

y=1

pX,Y (2, y) = pX,Y (2,1) + pX,Y (2,2) + pX,Y (2,3) = 0.2 + 0.0 + 0.2 = 0.4.

よって、X の周辺確率関数は、

pX (x) =


0.6 for x = 1,
0.4 for x = 2,
0 elsewhere.

(b) 問題の表より、Y の実現値は 1と 2と 3。Y が 1と 2と 3をとる確率は、それぞれ、

pY (1) = P(Y = 1) =
2∑

x=1

pX,Y (x,1) = pX,Y (1,1) + pX,Y (2,1) = 0.1 + 0.2 = 0.3,

pY (2) = P(Y = 2) =
2∑

x=1

pX,Y (x,2) = pX,Y (1,2) + pX,Y (2,2) = 0.3 + 0.0 = 0.3,

pY (3) = P(Y = 3) =
2∑

x=1

pX,Y (x,3) = pX,Y (1,3) + pX,Y (2,3) = 0.2 + 0.2 = 0.4.

よって、Y の周辺確率関数は、

pY (y) =


0.3 for y = 1,2,
0.4 for y = 3,
0 elsewhere.

• (a)と (b)で求めた周辺確率分布を問題の表に書き加えると、
X⧹Y 1 2 3 計

1 0.1 0.3 0.2 0.6

2 0.2 0.0 0.2 0.4

計 0.3 0.3 0.4 1.0

(c) X と Y は独立ではない。なぜなら、例えば (x, y) = (1,1) のとき、

pX,Y (1,1) = 0.1 , pX (1)pY (1) = 0.6 · 0.3 = 0.18

なので、
pX,Y (x, y) , pX (x)pY (y)

となる実現値 (x, y) が存在するからである。


